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図－４は、鳥類それぞれの生活域がどのような植物と関係しているかを模式的に示したものである。見た目には混在しているようでも、それぞれの鳥たちは独自の生活域をもっていることがわかる。同じ植物群落に、同じ時期に生活域を重ねている場合でも、オオヨシキリは比較的陸地化した部位のヨシに営巣し、コヨシキリは水辺のヨシに営巣するといったように、それぞれ独自の生活域をもっていることが観察されている。


エゴの内部は、湖に関係する生物のほかにも、


水生植物の茎や葉を生活場所とする昆虫類や


陸地の動物なども多く生息する。魚理類にとっ


ては産卵・幼魚の避難場所であると同時に、陸


上の動物にとっては摂食の場でもあり、それだ


けに生物相が豊かなのである。





（沖野外輝夫信州大学理学部名誉教授　記）





























図－４　渋のエゴに出現した鳥の生活域模式図





※　３６　アーバンクボタ（特集＝諏訪湖）より





図－５　渋のエゴを中心とする植物分布
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